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1.はじめに
2011年度から，小学校5，6年生の「英語活動」が始まり，中学校入学前に「英語に慣れ親しむこ
と」が指導要領に組み込まれた。どのような教材を用いて，どう慣れ親しませるのが効果的なのか，
現場では暗中模索という感も拭いきれない。英語を母語とする子供たちは，日常生活の中で常に英語
を使い，英語でものを考える。中でも，子供の頃に聞いたお話や物語は大人になっても記憶に残って
いるものが多い。英語学習者が，そのような物語を有効に活用して，英語の学習効果を高めることが
できないだろうか。
英語以外のさまざまな母語を持つ英語学習者の中間言語の特徴については，学習者コーパスを利用
した研究によってより幅広い考察が加えられつつある。本研究は，著者がこれまでに行った日本人英
語学習者の中間言語の特徴に関するコーパスを利用した研究結果を基に，英語母語話者が語る物語が，
英語学習にどのような効果をもたらすのかを，代表的な物語についてシリーズで検討していくもので
ある。
第1回の本稿では，5名の英語母語話者による『三匹の子豚（ThreeLittlePigs）』の語りから，英
語学習にインプットとして有益であると思われる語句や表現の特徴をコーパス分析の手法によって検
討する。
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2.日本人英語学習者の英語の特徴
世界の11カ国から英語以外の母語を持つ大学上級生の話し言葉のデータを集めた学習者コーパス
LINDSEI（LouvainInternationalDatabaseofSpokenEnglishInterlanguage）が，2010年に出版さ
れた。日本人大学生のサブコーパスは昭和女子大学のチームによって収集され，ここに収められて
いる。LINDSEIのデータ収集は，参加国が統一された方法で約15分間のインタビューを行い，そ
れを書き取って行った。表1には，各国のサブコーパスに収集されたインタビューを受けた学生の
平均使用語数が示されている（Gilquin,etal.,2010）。
ここからもわかるように，日本人の英語学習者が話す英語の量は，圧倒的に他の言語背景を持つ学習
者に比べて少ない。Kaneko（2011）は日本人大学生の英語中間言語の特徴について，同上のコーパ
ス，及び，世界 16カ国の大学上級生の英語の書き言葉のデータを収集した ICLE（International
CorpusofLearnerEnglish）（Granger,etal.,2009）の日本人サブコーパス等を利用した研究で，
その特徴を以下のようにまとめている。
21.文法的な特徴
①冠詞:熟語の一部として使用される冠詞以外は，基本的な機能での使用にも誤りが多く，数えられ
る名詞とそうでない名詞の区別が難しいのが原因のひとつと考えられる。
②動詞の過去形:少ない種類の不規則動詞が繰り返して使用され，規則動詞より不規則動詞の正確度
が高い。また，動作動詞の過去形の方がそれ以外の意味を持つ動詞の過去形より正確に使用されて
いる。
③前置詞:基本的中核的な意味に基づいて使用する傾向にあり，チャンクとして学習するより，分
析的に語彙の意味を考えて使用する習慣がついていると考えられる。
④慣用的表現:機能語の使用頻度が母語話者より低いことにも現れているように，慣用的表現や一定
のパターンの一部を入れ替えて用いるといった表現の使用も少ない。
22.言語の機能についての特徴
①否定的感情表現:否定的感情表現とそれを支えるストラテジーの種類と使用頻度が非常に制限され
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表1.話し言葉コーパスLINDSEI協力者の平均使用語数
サブコーパス 平均使用語数 サブコーパス 平均使用語数
ブルガリア 1,383 イタリア 1,191
中 国 1,199 日 本 728
オランダ 1,595 ポーランド 1,862
フランス 1,828 スペイン 1,296
ド イ ツ 1,719 スウェーデン 1,436
ギリシャ 1,520 平 均 1,430
ている。
②謝罪の表現:英語運用力の不足に加えて，母語である日本語の影響が大きいため，英語母語話者に
見られる「過失の過少評価」「責任の認知」の機能を持つ表現の使用が少ない。一方，母語話者で
は使用頻度の低い「修復の提案」は頻繁に行われていた。
③要求の表現:初級レベルではストラテジーの使用が難しく，pleaseの使用のみが頻繁である。中級
になるとより直接的ではあるがさまざまな表現の使用ができるようになる。上級レベルでは冗長な
語彙使用が増え端的な表現の使用は難しいが，母語話者と似たストラテジーを使用するようになる。
以上のように，日本人英語学習者は総体的に，ルールに基づいて英語を学び，理解し，使用してい
る（Kaneko,2011）。英語を運用するためには，日本語にはない冠詞や前置詞の使用，英語の慣用的
な表現に多く触れる機会を持つことが必要であると考えられる。多くの適切な英語のインプットを得
て，さまざまな語彙や慣用表現の文法と機能をコンテクストの中で理解する機会が増えることが強く
望まれるところである。
3.語りの物語の特徴
本節では，一般的な語りの物語の語法上の特徴と，今回対象とした『三匹の子豚』の物語の特徴を
述べることとする。
31.語りの物語の語法の特徴
子供の頃に聞く物語は，多くの場合は両親や祖父母の口で語られ，耳にしたものである。それらの
物語にはどのような語法の特徴があるのであろうか。小澤（1999）は『昔話の語法』の中で，日本の
昔話の語りの特徴として次の5点を挙げている。
①中心的な動詞だけで語る
②常に1対1の登場人物で，主人公にスポットが当たる
③同じ場面を同じ言葉で繰り返す
④話の筋に関連すること以外は説明がない
⑤話の筋が明確で，早いテンポで物語のゴールに向かう
これらの特徴は，物語の理解をよりたやすくしている。ある一定の動詞を使用し，常に主人公にスポ
ットを当て，同じ場面の繰り返しが頻繁で，余計なエピソードが入ることなく一貫したストーリーで
終わらせる。聞き手にわかりやすいように，しかも印象深く心に残るように語ろうとする話し手の意
思の表れであると，著者は述べている。
さて，昔話を理解しやすいものとしている特徴は，独特な語法ばかりでなく，その語りの音楽性に
もあることを忘れてはならない。小澤（1999）は，人が物を投げる時などに，「イチ，ニィ，サン」
と掛け声をかける場合，「イチ」より「ニィ」は短くて「サン」は大きな声になることを例に挙げて，
昔話でよく行われる3回の繰り返しは，最後の3回目に最も重要性が置かれると説明する。
語りの物語は，聞いてわかりやすい語法で伝えられているからこそ生きている。その話の内容は，
人の生き方や生命の尊さを語るものが多い。そして，昔話は，語られる限り，語り手によって「修正」
や「検閲」が行われ（小澤，1999），つねに語り手と聞き手によって，物語が創造されていくものであ
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ることも，大きな特徴と言えよう。
32.『三匹の子豚』の物語
『三匹の子豚』がはじめて出版されたのは，18世紀の後半と言われている。しかし，物語自体はず
っと古くからイギリスを中心に語り継がれていたらしい。この物語の中で用いられる表現や言い回し，
そしてその教訓は，英語文化の中で今でも受け継がれているという。最も典型的なJ.Jacobs（1898）
による『三匹の子豚のお話（TheStoryoftheThreeLittlePigs）』のあらすじは，以下の通りである。
いくつかのバージョンが存在し，兄さん豚の2匹は，狼に食べられずに命拾いして，弟の家に逃げ込
むという筋になっているものもある（三浦，1999）。
「母さん豚は3匹の子豚を自立させるために，独力で生活するようにと，家から送り出す。1番目
の子豚は藁で家を建てるが，狼が来て家を吹き飛ばされ食べられてしまう。2番目の子豚は木の枝で
家を建てるが，やはり狼に家を吹き飛ばされて食べられてしまう。3番目の子豚はレンガで家を建て
たので，狼がいくら吹き飛ばそうとしても思うようにならない。そこで狼は，子豚を家の外におびき
出そうとたくらむがそれも失敗する。とうとう狼は子豚の家の煙突から忍びこむが，子豚が用意した
煮えたぎる鍋一杯の熱湯に飛び込んでしまい，シチューになって子豚に食べられてしまう。」
表2は今回のデータとして使用した5件の物語のプロットを簡単にまとめたものである。（○は話者が
用いたプロットを示し，△は全く同一ではないが近似するプロットを示す。）話者4では，狼は子豚の家の
煙突から入るが，子豚が暖炉に火をつけたために家に入れず子豚を逃がしてしまう展開となっている。
どの話者の物語の内容も，先に示したJacobs（1898）版のプロットと完全に同じではない。この理由
のひとつは，今回のデータは書いたものを全く見ないで覚えている通りに語ってもらったからで，印
象の強いところが記憶に残っていると考えられる。多分，狼が3匹目の子豚を誘い出そうとたくらむ
部分を誰も語らなかったのは，その部分の印象が薄かったのか，または，覚えていたが話が長くなる
ので端折ったかであろう。また，煮えたぎる湯の中に狼が落ちて，それを子豚がシチューにして食べ
たという部分も誰も語っていない。あまりに残酷すぎるので，敢えて語らなかったとも考えられる。
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表2.『三匹の子豚』のプロット
話者番号 1 2 3 4 5
性 別 F F M M F
年 代 40代 60代 40代 20代 30代
プ
ロ
ッ
ト
母親の助言 × ○ × × ○
子豚2匹が家を建て狼に壊され食べられる ○ × ○ ○ ○
家を壊された2匹は，次の子豚の家に逃げる × ○ × × ×
3匹目の家はどうしても壊れない ○ ○ ○ ○ ○
狼が子豚を誘い出そうとする × × × × ×
狼は煙突から湯の煮えたぎった鍋に落ちる × ○ ○ △ ○
子豚は狼をシチューにして食べてしまう × × × × ×
お母さんと一緒に幸せに暮らす × × × × ○
教 訓 ○ × × × ×
4.『三匹の子豚コーパス』分析
ここでは，本研究で用いたデータの概要と分析方法を示し，最後に結果を述べたい。
41.データ収集方法とデータの概要
今回使用する5件のデータは，物語の録音を終えた後，その音声が，記述文，語り手へのアンケー
ト結果等と共に，著者が作成した『世界の英語話者が語る子供の頃によく聞いたお話』のウェブサイ
ト（http:/aso.swu.ac.jp/corpus）に掲載されている。
データの内容は，子供の頃に聞いたことのある物語を英語母語話者に記憶をりながら語ってもら
ったものである。録音は，アメリカ，イギリス，及び，日本国内で行った。それらを書き取り，英語
分析ツールでの読み取りを可能にするためにテキストファイル化した。さまざまな物語が語られてい
るが，その中で『三匹の子豚』は，2011年末までに以下の5件の収集が終わった。本研究ではこれ
らをコーパス化（「三匹の子豚コーパス」）して，分析を行ったものである。
42.データ分析方法と結果
データの分析には，英語分析ツールのWordSmithとColocateを用いた。語彙の使用頻度，単語連
鎖，キーワード性の分析を行った。
421.使用語彙の頻度分析
表4は，5件のファイルをまとめて頻度分析を行った統計結果である。
TTRとは，延べ語数（tokens）に対して異なり語数（types）がどのくらいの率で存在するかを示す
指数で，一般的に値が大きいほど多様な語が用いられていること，つまり，語彙の豊富さを示す指標
となる。同じ異なり語数があっても，分母の延べ語数が多くなると，その値は小さくなる。しかし，
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表3.使用したデータ一覧
番号 タイトル
（話者の申請による）
語 り 手
性別 年代 出身地 物語を聞いた年齢
1 ThreePigs F 40代 US（East） 59
2 TheThreePigs F 60代 US（East） Under5
3 ThreeLittlePigs M 40代 US（East） Under5
4 ThreeLittlePigs M 20代 Australia（Victoria） Under5
5 TheThreeLittlePigs F 30代 UK（West） Under5
表4.5件のデータの統計結果
使用語彙
タイプ/トークン比率
（Type/TokenRatio（TTR））
単語の長さ
文の長さ
（平均）延べ語数
（Tokens）
異なり語数
（Types）
平 均 最 長 中央値
2,724語 362語 13.289 3.599文字 16文字 3文字 16.509語
Wolfe-Quintero,Inagaki,& Kim（1998）が指摘するように，全体量が少ない場合で異なり語数が
少なくても，全体量が多い場合で異なり語数が多くても同じ値になることがあるので，値の解釈には
注意が必要である。上記の統計の結果，「三匹の子豚コーパス」のTTRは13.289となった。イギリ
スのランカスター大学とIBMイギリス科学センターが，BBC放送を中心とする現代英語の話し言葉
を52,637語収集した，Lancaster/IBM SpokenEnglishCorpus（SEC）のTTRが20.939であるの
に比べると，かなり低い数値である。5件のデータで共通に使用されている語彙が多く，バラエティ
ーに乏しいことが推測される。
表5には「三匹の子豚コーパス」の語彙の使用頻度順に，上位10％にあたる34位（37語）までを
示した。また，比較の基準として，表6には，SECの使用語彙頻度順の上位35位までを示した。ま
た同表には，20世紀後半からのイギリス英語の書き言葉と話し言葉10億語を収めた大規模コーパス
である，BritishNationalCorpus（BNC）における書き言葉と話し言葉を合わせた使用頻度の順位
も括弧内に示してある。
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表5.使用語彙の頻度上位10％のリスト
順位 語 彙 頻度 出現率 順位 語 彙 頻度 出現率 順位 語 彙 頻度 出現率
1 AND 227 8.33 13 A 39 1.43 25 BLEW 18 0.66
2 THE 219 8.04 14 WAS 37 1.36 25 BLOW 18 0.66
3 HE 131 4.81 15 SO 35 1.28 25 HUFFED 18 0.66
4 HOUSE 89 3.27 16 THEY 28 1.03 25 PUFFED 18 0.66
5 OF 71 2.61 17 CHIN 24 0.88 29 FIRST 17 0.62
6 PIG 70 2.57 17 DOWN 24 0.88 29 YOUR 17 0.62
7 LITTLE 66 2.42 19 HIS 21 0.77 31 BRICKS 16 0.59
8 WOLF 52 1.91 19 LET 21 0.77 31 MADE 16 0.59
9 IN 51 1.87 21 ON 20 0.73 31 MY 16 0.59
10 SAID 50 1.83 21 THAT 20 0.73 34 HUFF 15 0.55
11 I 49 1.80 23 IT 19 0.73 34 ME 15 0.55
12 TO 44 1.62 23 PIGS 19 0.73 34 PUFF 15 0.55
34 STICKS 15 0.55
表6.SECの使用語彙頻度上位のリスト
順位 語 彙 順位 語 彙 順位 語 彙 順位 語 彙 順位 語 彙
1 IN （5） 8 THAT（13） 15 I （11） 22 BY （19） 29 WERE （37）
2 THE （1） 9 WAS （10） 16 AS （38） 23 THEY （27） 30 ARE （22）
3 TO （6/9） 10 FOR （12） 17 ON （18） 24 THIS （24） 31 NOT （23）
4 OF （2） 11 IT （7） 18 YOU （14） 25 FROM （29） 32 AN （35）
5 AND （3） 12 HE （15） 19 WITH （17） 26 HAVE（21） 33 THERE （44）
6 A （4） 13 IS （8） 20 BUT （25） 27 ONE （53） 34 HAD （26）
7 AT （20） 14 BE （16） 21 HIS （28） 28 WE （34） 35 ALL （47）
表6で第3位にあるtoは，BNCでは，前置詞が6位，不定詞のtoが9位となっている。表5の
「三匹の子豚コーパス」では，接続詞のandの使用頻度が最も高い。これは，子供に語る物語は，理
解しやすいように短い文をげて用いることが多いことが原因であり，物語の特徴のひとつと考えら
れる。同じ話し言葉でもSECではandは5位となっている。BNCのような大規模コーパスでは常
に話し言葉でも書き言葉でもtheの頻度が最も高い。「三匹の子豚コーパス」とSECでは2位となっ
ている。SECは放送英語中心のコーパスであることが，theが1位となっていない理由と思われる。
また，「三匹の子豚コーパス」には，人称代名詞（I,my,me,your,he,his,it,they）が高い頻度で使
用されており，動詞はhuff（ed）,puff（ed）などの物語の内容に特有な語を含めて，過去形（said,
was,blew,made）の割合が高い。日本の昔話の特徴として，31で挙げた，中心的な動詞だけで語る，
という特徴は『三匹の子豚』のような英語の物語にも表れていることになる。SECでは全体的に前
置詞が高順位となっているが，「三匹の子豚コーパス」では，それほどでもない。第9位にinがある
ものの，blowhishouseinのフレーズで，副詞として用いられているものが多いために高順位とな
っている。最後に機能語と内容語という視点から使用語彙を見ておきたい。機能語とは，前置詞，冠
詞，接続詞，助動詞，疑問詞など，文中における語と語の文法関係を示す役割を担っている語であり，
内容語とは，名詞，動詞，形容詞，副詞など，事物の名称，様態，動作，状況を表し，それ自体単独
で使われても意味を持つ語である。「三匹の子豚コーパス」の上位35位までの全語彙の中で機能語の
割合は18/37の48.65％で，SECでの割合は30/35の85.71％である。この数値は，物語の語りで用
いられる語彙の特徴，つまり，内容語の使用が多いことを明らかに示していると言えよう。
422.N-Gramによる単語連鎖分析
ある単語の並びから切り出した一定個数の単語の集合または連鎖を N-gramと言う。例えば
3-gramとは単語の並びのはじめから3語ずつの集合のことで，Iam astudent.の3-gramはIam
aとam astudentの2件となる。検出されたすべての集合が意味のあるものという訳ではない。リ
ストの中からある集合を意味のある連鎖とするかどうかは研究者の判断に委ねられている。
表7は，Colocateを用いて検索し，頻度3以上の単語の並びから，著者が意味のある連鎖と判断
したもののリストである。表中の括弧内の数は，その表現が使用された頻度を示している。Nの値
が高くなるほど出現の機会は少なくなるので，6-gram以上の場合には，頻度が2回のものも参考と
してリストに入れた。
参考として提示した17-gramのhehuffedFU andhepuffedFU andhehuffedagainFU
andhepuffedagainFUは，その一部が違う組み合わせで何度も繰り返し用いられている。同様
の表現は11-gramにあるようにI・lhuffandI・lpuffandI・lblow yourhousein（down）と
しても繰り返し用いられ，その独特の言い回しは記憶に残る。第3節で述べた語りの物語の特徴のひ
とつ，同じ場面を同じ言葉で繰り返すことがここでも行われている。
また，9-gramのnotbythehair（s）ofmychinnychinchinも頻度が高い。chinchinの繰り
返しは，日本の昔話にも見られるようなリズムの良さと語呂合わせを兼ねた表現と言える。このフレ
ーズのby以降は，「僕の小さな顎髭にかけて」のような意味を表しているが，notが付くと，notby
ablame（long）sight,notbyalongshot,notbyalongchalk,notbyanymeans,notby
afractionなど「決して～ない」とか「全然～でない」という意味を表す否定的な感情表現のひと
つである。文法的に意味の説明をしようとすると，notの前後の語句の省略，byの機能，byの後に
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続く語の意味等，かなり難しい概念の理解が必要となる。物語を聞いている子供たちは文法的に正確
な分析からnotby～の意味を認識するとは思えず，繰り返し聞いているうちに，そのリズムの面白
さと共に，否定を強調した感情表現であることへの気づきが起こるのではないだろうか。
9-gramのonceuponatimetherewerethreelittlepigsも昔話の定番の導入表現である。こ
のままの形で，5件のファイルのうち3件で使用していることになる。また，4-gramのonceupon
atimeは典型的な昔話の導入のフレーズであり，5件中4件で用いられている。ちなみにこのフレ
ーズを用いなかった語りでは，oncetherewerethreepigsで物語が始まっている。登場人物など
物語の設定を行う thereis構文も物語では典型的である。同じ thereを使った 7-gramの there
cameaknockonthedoorは，英語学習者にとっては易しい構造とは言えない。この構造は，
appear,occur,come,run,remain,arrive,exist,liveなど，出現到来存在様態を表す自動
詞で用いられることが多く，動作動詞の場合には，普通は過去形で用いられる。これを知識として学
んでも，すぐに意味を理解して，さらに自分の英語として使うことができるとは限らない。物語の語
りを聞く場合には，aknockonthedoorが理解できれば，therecameaknockonthedoorは，
物語の運びや，語り手のジェスチャー等によって，意味を推測することはさほど難しくはないであろ
う。
6-gramのapotofは，a～ofとそれに挟まれた語が束になって，例えば，acup（piece,glass,
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表7.使用頻度の高い単語連鎖
Grams 単 語 連 鎖
3-gram
thelittlepig（15）/blow yourhouse（14）/chinnychinchin（11）/threelittlepigs
（8）/builthishouse（7）/houseofsticks（6）/bigbadwolf（6）/houseofbricks
（5）/houseofstraw（5）/letmein（4）/madeofsticks（4）/in thehouse（4）/
builtahouse（4）/thelittlepigs（3）/decidedtobuild（3）/outofbricks（3）/to
thehouse（3）/wasmadeof（3）
4-gram
mychinnychinchin（11）/knockedonthedoor（9）/blow yourhousein（9）/let
mecomein（8）/blowyourhousedown（5）/thebigbadwolf（4）/thesecondlittle
pig（4）/onceuponatime（4）/thethirdlittlepig（4）/wenttothehouse（3）/the
houseofsticks（3）/thehouseofstraw（3）/tothefirsthouse（3）/thethreelittle
pigs（3）/thethirdlittlepig（3）/thehouseofbricks（3）
5-gram therewerethreelittlepigs（4）/heknockedonthedoor（4）
6-gram
［Iwilnotletyouin（2）］［putabigpotofwater（2）］［thewolfcamedownthe
chimney（2）］
7-gram ［therecameaknockonthedoor（2）］［thewolfwenttothesecondhouse（2）］
9-gram
notbythehairofmychinnychinchin（8）/onceuponatimetherewerethree
littlepigs（3）［notbythehairsofmychinnychinchin（2）］
11-gram
I・lhuffandI・lpuffandI・lblow yourhousein（7）［I・lhuffandI・lpuffand
I・lblowyourhousedown（2）］
17-gram
［hehuffedFUandhepuffedFUandhehuffedagainFUandhepuffedagainFU
（2）］
knowledge）of,awonderfulcup（piece,glass,knowledge）ofのようにさまざまな意味を表すことが
できる（Hunston,2002）もののひとつである。このような表現は，a～ofの慣用句としてまとめて取
り上げられることはないが，母語話者の知識の中には，宣言的知識としてではなく実際に運用できる
手続き的知識として存在している。「三匹の子豚コーパス」にも，apotofの他に，ahouseof,a
bigpotofが使用されている。意味に焦点を置いて，これらの表現を繰り返して聞くことによって，
a～ofが1つのセットとなった表現であるという気づきが起こると，それが学習に結びつくことが期
待される。同じ表現に繰り返し触れて自律的に気づくという，日本の英語教育に不足しがちな体験を，
英語の物語を聞くことから得ることができるのではないだろうか。
その他，3-gramと6-gramにあるlet～inや4-gramのblow～in,comeinなどの副詞として使
用されているinも，3-gramのinthehouseの前置詞のinも同じ話の中で使用されていることも
興味深い。母語話者の子供たちは，必ずしも語彙の基本的中核的な意味から順番に触れることで母
語を習得しているのではないことがこの事例から推測できる。また，前置詞では頻度の最も高いof
でも，hairofmychinnychinchinのofのような中核的な所有所属を表す意味だけではなく，
材料内容を表す「～でつくった」の意味（e.g.houseofsticks,madeofsticks）でも用いられてい
る。さらに，単数形と複数形（e.g.thelittlepig,threelittlepigs），形容詞の順番（ex.bigbadwolf），
受動態（e.g.wasmadeof），不定詞（ex.decidedtobuild），序数詞で特定される名詞句につけるthe
（e.g.thesecondlittlepig）など，多くの単語連鎖に触れることができる。
最後に，狼が子豚の家を壊すぞと脅して，実際に家を吹き飛ばしてしまう場面で，I・lblow your
housein.とI・lblow yourhousedown.が混在した点について触れておきたい。イギリス人とア
メリカ人2名は常にblow downを，オーストラリア人と前記以外のアメリカ人2名は常にblow in
を用いているので，地域によってその使用が分かれたのではないと考えられる。1980年のJacobs版
では，狼が子豚に話した言葉では blow～inが，壊れた後の家の様子を記述している部分では
blow～downが用いられていた。つまり，inは家が壊れてその残骸が家の中に吹き込んでいく様子
を，downは壊れてペッチャンコになっていく様子を強調していると思われる。
昔話を繰り返して耳にすることで，文化的な知識を得られることに加えて，楽しみながら，英語の
語感といったものにも自然に気づくようになることが期待されよう。
423.キーワード分析
キーワード（keyword）とは，ある基準と比較して使用頻度が特別に高い語彙を言う。例えば，「三
匹の子豚コーパス」の中で，ある語の使用が全使用語彙数の5％の使用率であり，参照コーパスでも
その語の使用率が5％である場合には，その語はキーワードであるとは言えない。しかし，もし「三
匹の子豚コーパス」では25％の使用率があるとすれば，その語をキーワードと考えて良いであろう。
参照コーパスには，大規模コーパスを用いると信頼度が高まる。今回は，話し言葉のデータについ
ての調査であることから，先にも述べた，BBC放送を中心とする話し言葉を収集したSECを参照コ
ーパスとした。
表8には，キーワード分析の結果のうち，「三匹の子豚コーパス」で使用されている異なり語数
362語の10％にあたる上位36語を，キーワード性の高い順に提示した。
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表8.キーワード分析結果
番号 キーワード
三匹の子豚コーパス 参照コーパスSEC キーワード性
（p＜0.01）頻度 ％ 頻度 ％
1 HOUSE 89 3.27 54 764.65
2 PIG 70 2.57 4 718.55
3 WOLF 52 1.91 0 556.53
4 AND 227 8.33 6416 1.13 522.24
5 HE 131 4.81 1984 0.35 441.55
6 LITTLE 66 2.42 291 0.05 367.63
7 CHIN 24 0.88 0 256.61
8 PIGS 19 0.70 0 203.11
9 THE 219 8.04 15109 2.67 197.22
10 HUFFED 18 0.66 0 192.42
11 PUFFED 18 0.66 0 192.42
12 SAID 50 1.84 595 0.11 188.95
13 BLOW 18 0.66 4 171.59
14 BRICKS 16 0.59 0 171.03
15 HUFF 15 0.55 0 160.33
16 PUFF 15 0.55 0 160.33
17 BLEW 18 0.66 10 156.01
18 STICKS 15 0.55 4 140.81
19 STRAW 12 0.44 0 128.25
20 CHINNY 11 0.40 0 117.56
21 DOOR 14 0.51 15 109.61
22 CHIMNEY 10 0.37 0 106.87
23 LET 21 0.77 126 0.02 105.14
24 BUILT 13 0.47 12 104.44
25 SO 35 1.28 757 0.13 94.77
26 I 49 1.80 1776 0.31 89.94
27 DOWN 24 0.88 324 0.06 85.03
28 KNOCKED 9 0.33 4 80.17
29 HAIR 9 0.33 4 80.17
30 SECOND 13 0.48 114 0.02 56.15
31 MADE 16 0.59 235 0.04 54.22
32 THIRD 11 0.40 69 0.01 54.16
33 BOILING 5 0.18 0 53.43
34 POT 5 0.18 0 53.43
35 WOULDN・T 5 0.18 0 53.43
36 FIRST 17 0.62 288 0.05 53.27
表8の左から2列目がキーワードを示し，3列目が「三匹の子豚コーパス」での頻度，その右が総語
数を100％とした場合の率を示している。また，参照コーパスの頻度の列はSECでの使用頻度，続
いてその右が ％ 表示となっている。キーワード性は対数で表された数値となっている。P値
（p＜0.01）は十分に小さく，該当の語彙がキーワードであると判断できる。この基準で抽出された語
彙を，内容語と機能語に分けて検討したい。
内容語の使用は物語の設定による影響が大きいことが分かる。第1位のhouseから3位のwolfま
ではすべて名詞である。続いて抽出されているすべての名詞も同様に，『三匹の子豚』だから使用頻
度が高い語彙と考えられる。これは参照コーパスでの使用頻度が非常に低いことから裏付けられる。
動詞については，同様に内容の影響から使用頻度が高くなる語（e.g.huffed,puffed,blow）と，そう
でない語（e.g.said,let,made）がある。後者の動詞について，BNCの話し言葉コーパスでの動詞だ
けの使用頻度順をみると，saidが16位，letが49位，madeが39位であり，一般的な英語使用にお
ける頻度も高い。このような基本動詞がキーワードとなっていることは，中心的な動詞だけで語られ
るという語りの物語の特徴を示しており，それ故に，教材としての物語の利用価値が高いことを裏付
けていると言えよう。表8で唯一の形容詞，littleのキーワード性は6位であり，この物語の内容を
思い浮かべれば当然と思われる。
機能語では，代名詞のhe,Iが特徴的で，主格のみがキーワードとなっている。接続詞はandとso
が挙がっている。「三匹の子豚コーパス」ではsoはすべて接続詞として使用され，andsoで用いら
れている場合も多い。興味深いのは冠詞である。定冠詞のtheはキーワード性が高いが不定冠詞a,
anは表8の36位までには出てこない。物語では登場する人や動物が限定されている上に，始めに登
場する時には不定冠詞を伴うが次からは定冠詞のtheを伴うことになるという物語の特性の表れであ
ろう。となると，一般的に物語では，不定冠詞の使用が少ない可能性があると考えられる。この点に
ついては，他の物語の分析等を継続しながらさらに観察を続けたいと考えている。
43.結果と考察
第2節では英語学習者のコーパス研究から，総体的に日本人学習者はルールに基づいて英語を理解
し，使用していると考えられることを述べた。こういった学習のみでは，英語を自動化することは難
しい。より多くのインプットとそれをコンテクストの中で理解する機会が強く望まれるところである。
また，第4節2では，「三匹の子豚コーパス」で使用頻度の高い語彙や単語連鎖と，キーワード性の
高い語彙などについて検討した。その結果は，次のようにまとめることができる。
①使用されている語句のバラエティーが少ない。
②代名詞，動詞の過去形の使用頻度が高い。
③繰り返しのフレーズが多い。
④文法的にはかなり複雑な単語連鎖（e.g.notby）も使用されている。
⑤さまざまな語句を間に挟んで束として使用されるフレーズ（e.g.a～of）が出現する。
⑥基本的中核的な意味以外での使用（e.g.houseofsticks,blowin）も併用される。
⑦使用される名詞はその物語の内容から影響を受ける。
⑧その物語に特有な動詞と，基本的な動詞が繰り返し使用される。
⑨定冠詞，接続詞の使用が多い。
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これらの特徴は，ある内容について確実に聞き手に伝えようとする話し言葉における自然な言語使
用を反映しているものでもある。以上の分析の結果から，英語学習のために物語を用いることの利点
としてどのようなことが挙げられるだろうか。
語彙学習の視点から考えると，使用される語彙のバラエティーは少なく，名詞は物語の設定に左右
されることが多いので，できるだけ指導目的に即した名詞が用いられているものを選びたい。不定冠
詞については一般的な使用と比較して，本コーパスでの使用頻度は低かった。時には，不定冠詞が多
く用いられる物語を選ぶことも必要であろう。繰り返しの語句やフレーズが多いことは学習に効果的
である。また，文法的な説明が複雑になってしまう語の結びつきや，中間にさまざまな語句を挟んで
用いることができるが熟語として辞書等には説明がされないような束として存在する単語連鎖がある
ことも，物語がより適切なインプットとなる要因と考えられる。
一般的に，授業で使用される教科書は文法シラバスに従っており，文法的に易しいと考えられる構
造から順番に提示されるが，物語ではそのようなことはほとんどない。基本的中核的な意味以外で
のさまざまな使用も行われる。それでも，物語のコンテクストの中では，使用されている語彙の文法
的な働きを考えることをしなくても意味の理解が可能である。文法的な概念は，英語の理解という点
から考えれば補助的な手段であって，物語を聞く際は意味を理解することがまず行われ，文法的な理
解は後から補助的に行われるのが一般的である。こうして文構造と意味の結びつきに学習者自身が気
づくという経験が，日本人の学習者に圧倒的に不足している点は，Kaneko（2011）も指摘している。
物語はできるだけ，教師やALTが語ってくれることが望ましい。その理由は，教室では単に英語
を聞くだけではなく，学習者の反応を見ながら理解できそうもない部分は繰り返したり，より易しい
表現で言い換えたり，質問をしたりなどのさまざまなフィードバックを教師が与えることが可能だか
らだ。こうして語られる物語は，同じものを何度聞いても，たとえ筋がわかってしまっていても面白
い。話し手の語り方は，同じ人が語ったとしても，語るたびに違う。そのリズム，イントネーション，
ポーズ等が，その時の語る人の理解を，聞き手に伝えてくれるからである。
5.おわりに
英語の学習を継続的し，上達させていくことができるのは，教師でも教材でもなく，学習者の動機
づけと自律性である。物語が楽しいのは，学習者が物語の世界を，理解の程度に応じて自分なりに創
造できるからではないだろうか。物語の語りには理解を助けるさまざまな手立てが仕組まれている。
その利点を英語学習においても是非活用したいものである。
学習材料としての物語の良さは，その話に独特の言い回しや，同じ表現が繰り返され，語り手がそ
れぞれ独自に作りあげる音とリズムの面白さにある。今回の研究では，紙面の都合で，音声的特徴の
分析や，日本の英語教育の場での実際の指導についての検討は行っていない。これらは非常に重要な
分野であり，本シリーズでも今後，取り上げていく予定である。しかし，しばらくの間は，その前提
として，本稿と同様の手法で，収集した物語データの中から同じ物語をコーパス化して，使用語彙の
頻度，単語連鎖，キーワードを分析し，それらの表現の特徴を検討することを継続したい。また，物
語の語られる地域によって，物語にどのような違いがあるのかについての検討も将来的には加えてい
きたいと考えている。
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＊本研究は，科学研究費補助金基盤研究（C）課題番号22520630「英語話者の物語コーパス作成とレキシカルフ
レーズ中心のリスニング教材の提供」による研究の一部である。
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